





















































1927 0 0 　
1928 2 2 岩崎覚，鈴木定一
1929 6 5 黒田秀俊，小松伊平，古見一夫，本多寳一，夜汐生
1930 1 1 古見一夫
1931 17 8 岩崎覚，岩田栄次郎，佐野惠作，鈴木頔雄，深井賢一郎，古見一夫，惠水生
1932 13 8 佐野惠作，佐野鎮衛，高木幸奈，堀内誠治，増井宏之，山川伊平，山田八彌，山田好雄
1933 5 5 奥山喜也，関厚，堀内誠治，雅史，山田好雄
1934 1 1 堀内誠治
1935 6 5 岩田栄次郎，奥山喜也，川上慎吾，川村善六，袴田行雄
1936 5 5 大塚忠雄，奥山善也，斎藤教衛，杉浦力，宮下真人
1937 2 2 大庭，山田八彌
1938 4 4 T・A生，奥山喜也，鈴木白葉，三井弘
1939 1 1 小堀義夫






執筆者数は毎年 10名以下であり，最も記事数が多くなる 1931年と 32年も，執筆者は 8名に留まっ
ている。これは，静岡女子師範第二附属千代田校の山川伊平が 1931年に「人生指導　綴方教育の実
際」と題した記事を 8回にわたって掲載しているためである。さらに佐野惠作「県下に於ける綴方文






取り上げる静岡県外雑誌 3冊の発刊機関は，『綴方生活』が 1929年から 1937年，『教育・国語教育』








綴方に関しては 1934年の 4件が最大であった。1935年と 1938年には，合計記事数は 12本となって
おり，1932年以降も静岡県内では綴方教育に熱心に取り組む教員が存在していたことが確認できる。
表 3　静岡県外雑誌における執筆者名










































1936 15  8





























0 0 0 0 0 0 0
，之を普遍我にうけ入れると共に
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，更に独自我へと転換し
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，良心にふれて表出し




0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，表現となり
0 0 0 0 0
，生命のたゞよひをもつ文となる
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。課題だから価
0 0 0 0 0 0
値がないといふことは言へない筈である






















































































































































































　� 平田実「尋六　対象と取材」『新綴方教育』3巻 7号，啓仁館，1935年 7月，99頁。
　� 『埼玉県教育史』5巻，埼玉県教育委員会，1972年，253頁。
